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市政だより

昭和58年 2月15日 No.967 

-人口の動き

1月 1日現在 前月比

人口計 67 ，8 3 5 + 1 1 4 

男 32，736 + 60 

女 35，0 9 9 + 5 4 

世帯数 19，734 + 21 
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民g守包~即日@@宅ヲヨ
自分で作つだタコをあげよう一ーと 子ども達ガタコ作りに挑戦

広告紙やヒ、二一ルといつだ身近なものを使って 一生懸命作りましだ

できあがると広場1こ出て みんないっせいにヲコあげの開始です

子ども達は寒さもなんのその

北風に向い元気よく走りだし タコあげを楽しみましだ

(僕のヲコはあまりよくあがらなかっ疋けど、

こんどは、もっとうまく作って空高くあげてみだいナ・・… S君の感想〉
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所告附)③4111 編集/広報公聴課 印刷所 /九州凸版株式会社



道
路
上
に
お
い
て
、
自
動
車
や

バ
イ
ク
、
自
転
車
、
身
障
者
用
車

椅
子
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に

あ
っ
た
り
、
車
に
は
ね
ら
れ
た
り

し
た
場
合
な
ど
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
道
路
以
外
の
場
所
や

飛
行
機
、
船
な
ど
の
事
故
は
支
払

わ
れ
ま
せ
ん
。

ー
詳
し
い
こ
と
は
ど
こ
に
尋
ね
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
か
|

生
活
環
境
課
の
交
通
防
犯
係
に

お
尋
ね
下
き
い
。

ゆ
最
近
、
自
動
車
は
も
と
よ
り
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
増
加
に
伴
い

ゆ

や
転
倒
事
故
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

一

吋

交
通
事
故
は
、

個
人
だ
け
で
な
く
幸
せ
な
家
庭
も
破
壊
し
て
し
M

F

ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
に
備
え
、
家
族
そ
ろ
っ

-

ゆ
て
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
っ
。

-

ー
申
込
用
紙
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で

す
か
|

町
内
会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
お

届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
課
と
各
出
張

所
に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

ー
申
し
込
み
は
ど
こ
で
す
る
の
で

す
か
|

町
内
で
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は

町
内
会
に
、
個
人
で
申
し
込
ま
れ

る
場
合
は
生
活
環
境
課
か
、
お
近

く
の
出
張
所
で
申
し
込
ん
で
下
さ

|
掛
金
は
い
く
ら
で
す
か
|

一
口
四
百
八
十
円
で

一
人
で
2

口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

も
し
、

5
月
以
降
に
申
し
込
ま

れ
る
場
合
は
、
一
口
に
つ
き
1
か

月
四
十
円
と
な
り
ま
す
。

-
保
険
金
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

ま
す
か
!

日
年
度
か
ら
大
巾
に
ア
ッ
プ
さ

れ
、
一

口
に
つ
き
五
千
円
か
ら
最

高
百
万
円
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

お
祝
い
電
報
は

配
達
目
指
定
電
報
で

結
婚
、
卒
業
、
入
学
と
お
祝

い
電
報
を
つ
つ
機
会
が
多
く
な

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

お
祝
い
電
報
は
刊
日
前
か
ら

申
し
込
め
ま
す
。
ま
た
、
配
達

日
の
3
目
前
ま
で
に
申
し
込
み

ま
す
と
、
ご
希
望
の
日
の
午
前

(2} 勺おおむ
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司
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献
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一

受

加

巳

お

ゆ

)

i
i
H
J

「
t
i
l
i
-
-

ー
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
か
|

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
外
の
人
で
も
大
村
市

内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ー
申
込
方
法
は
難
か
し
い
ん
で
す

カ
I
i

簡
単
で
す
。
申
込
用
紙
に
住
所
、

氏
名
、
受
取
人
な
ど
を
記
入
す
る

だ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
必
ず
印
鑑
を
押
し

て
下
き
い
。

印
鑑
を
押
さ
れ
る
と
申
し
込
み

の
時
、
印
鑑
は
不
用
で
す
。

2月21日より受付開始

安い掛金(年額480円)大きな保障(最高100万円)

市政だより

ゆ
ず
る
心
で

交
通
ル

I
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

思
い
や
り

防
ぐ
事
故

す
る
場
合
は
対
向
す
る
二
輪
車

に
注
意
し
て
下
き
い
。

④
-
お
と
し
よ
り
や
子
供
が
い
た
ら

赤
信
号

お
と
し
よ
り
や
子
供
は
意
外
な

行
動
を
と
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
自
転
車
や
歩
行
者
も
交
通
ル

l

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

歩
行
者
の
信
号
無
視
や
自
転
車

の
ル
l
ル
無
視
な
ど
も
事
故
の

原
因
に
な
っ
て
ま
す
。

大
村
警
察
署
(
岱
③
l
3
1
2
6
)

昭和58年 2月15日

事
故
の
大
半
は
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
が
原
因
で
す
。

③
一
時
停
止
、
徐
行
お
よ
び
安
全

確
認
を
お
忘
れ
な
く

交
差
点
な
ど
で
多
く
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
右
折

去
年
一

年
間
の
市
内
に
お
け
る

交
通
事
故
は
、
前
年
に
比
べ
て
、

幻
件
(
制
%
)
も
減
少
し
ま
し
た

が
、
二
輪
車
の
事
故
や
老
人
の
事

故
は
逆
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
損
事
故
は
前
年
に
比

べ
附
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
な
く
す
た

め
、
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下

支
」
い
。

①
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用

ミ
ニ
申
ハ
イ
ク
も
必
ず
ヘ
ル
メ

ッ

ト
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

⑦
法
定
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

みんなそろって

ー
ど
の
よ
う
な
場
合
に
保
険
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
か

l

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

郷
土
の
自
然

築
い
て
守
ろ
う

※
下
水
道



※
大
村
線

昭和58年 2月15日
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所得税の納税は

振替納税制度を

ご利用下さい

Lコ

振
替
納
税
制
度
と
は
、
あ
な
た

の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り

替
、
え
て
納
め
る
方
法
で
す
。

「
つ
い
う
っ
か
り
し
て
忘
れ
て

た
:
じ
な
ど
と
い
、
ユ
事
も
な
く
な

り
大
変
便
利
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は

税
務
署
や
銀
行
に
備
、
え
付
け
て
あ

る
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
と
納

付
書
送
付
依
頼
書
を
銀
行
ま
た
は
、

税
務
署
に
お
出
し
下
き
い
。

※
な
お
、
詳
し
い
事
は
諌
早
税
務

署
(
宮
諌
早
②
1
1
3
7
0
)

へ

お
尋
ね
下
き
い
。

むおお

市
役
所
で
も

所
得
税
納
税
相
談

市政だより

税
務
署
職
員
に
よ
る
所
得
税
の

納
税
相
談
(
確
定
申
告
)
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。

期
間2

月
お
日
開
1
3
月
3
日
肘

(3) 

言

乗
ろ場与

所主う
市 9
役時

F?? 
会午 h
議 後 ご
室 4 勺
時'

ダ
イ
ヤ
を
ふ
や
そ
う

ど
は
税
務
署
内
の
事
務
が
大
変
混

雑
し
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
発
行
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
早
く
発
行
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
皆
き
ん
も
混
雑

す
る
時
期
は
避
け
て
早
目
に
請
求

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
は

3
月
A
I

白
か
ら

昭
和
田
年
度
固
定
資
産
税
の
課

税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。

期
間3

月
1
日
閃
1
3
月

n日
閃

場
所
税
務
課

納
税
証
明
の

請
求
は
お
早
自
に

銀
行
や
住
宅
金
融
公
庫
に
借
入

れ
を
申
込
む
と
き
や
、
建
設
業
な

ど
の
登
録
を
更
新
す
る
と
き
な
ど

に
必
要
な
の
が
納
税
証
明
で
す
の

納
税
証
明
の
請
求
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

し
か
し
、
確
定
申
告
の
時
期
な

市
県
民
税国

民
健
康
保
険
税

1

申
告
は

3
月
日
日
ま
で
|

3
月
日
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
混
雑
を
防
ぐ
た
め
申
告
書
に

記
載
し
て
あ
る
期
日
及
び
会
場
を

ご
利
用
下
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て
お
わ
か
り
で
な

い
と
き
は
、
税
務
課
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
お

尋
ね
下
き
い
。

昭
和
田
年
度
市
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
申
告
書
を
2
月
初

日
頃
、
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
が
、

町
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
月

末
に
な
っ
て
も
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
出
張
所
ま
た
は
税
務

課
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
申
し

出
て
下
き
い
。

な
お
、
申
告
書
の
提
出
期
限
は

T
引

#
V

内，VA
4
V《
が
ゆ

昭
和
問
年
度

指
名
中
蘭
書

を
受
付
け
ま
す

委
託
業
務
関
係

警
備
、
清
掃
、
浄
化
槽
、
消
防
施
設
、
機
械
器
具
、

そ
の
他
保
守
管
理
を
要
す
る
業
種
(
工
事
、
物
品

を
除
く
)

受
付
期
間

2
月
四
日
樹
i
2
月
犯
日
開

提
出
書
類
市
指
定
様
式

受
付
・
問
合
せ
先
管
財
課
監
理
係

業

種

工
事
関
係

建
設
業
許
可
を
有
し
、
経
営
事
項
審
査
申
請
を
受

け
て
い
る
業
者
。

受
付
期
間

3
月
1
日
ω
1
3
月
白
日
嗣

提
出
書
類
市
指
定
様
式

受
付
・
間
合
せ
先
管
財
課
監
理
係

資

格

物
ロ
∞
関
係
(
日
・
印
年
度
)

受
付
期
間

2
月
刊
日
同
j
3
月
刊
日
肘

提
出
書
類
市
指
定
様
式

受
付
・
問
合
せ
先
財
政
課
用
度
係

国/
民E
壁長
民事r轟

8保5
期険i
分税;

3 市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて無料で行っています。

月 お 気軽にご相 談 下 さ い 。 -
の ?
定 ，固~ 人権相談(3日 10 : 00 -15 : 00) 交通事故相談(22日 10 : 00 -15 : 00) 

f型 E?7L 行政相談 (10日 9 : 30-12 : 00) 厚生・国民年金相談 ; 
小円 rx電:7Y.'oo¥ 主

主長 交1~\\ 登記相談 (11日 9: 30 -12 : 00) (23日 10: 00-15 : 00) 

で -.(J-勾ノ一法律相談(16日山



農業委員会・各農協ヘ

が
印
ア
ー
ル
以
上
あ
る
農
業
経

営
主

②
自
分
名
儀
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
初
ア
ー
ル
以
上
印
ア

l
ル
未

満
の
集
約
的
な
農
業
経
営
、
王

⑨
自
分
名
儀
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
印
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営

主
の
直
系
卑
属
の
う
ち
、
そ
の

経
営
、
王
か
ら
後
継
者
と
し
て
指

定
さ
れ
た
1
人
の
人
で
あ
っ
て

引
き
続
き
3
年
以
上
、
農
業
に

従
事
し
て
い
る
人
。

加
入
期
限
を
過
ぎ
る
と
加
入
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
表
を
見
て
い
た
だ
く
と

わ
か
る
よ
う
に
若
い
う
ち
に
加
入

す
る
程
、
年
金
の
受
取
り
額
は
大

き
く
な
り
ま
す
。

O
運
動
期
間
中
、
毎
日
午
後
8
時

を
「
消
防
の
時
間
」
と
し
、
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
の

元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

0
2
月
初
日
間
、
午
前
8
時
に
消

防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
。

O
テ
レ
ホ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

aa謀
議
泊
竺
四
遺
品
U

2
月
何
日
j
3
月
刊
日

2
・
3
月
は
空
気
が
非
常
に
乾

O
火
入
れ
の
許
可
を
受
け
る
よ
う

燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
日
が
多
く
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
下
き
い
。

早<加入するほど有利です

(4) おおむら

ー
加
入
資
格
者
l

一
そ
の
ほ
か
巳
一

国
民
年
金
の
加
入
者
で
、

ω歳

に
な
る
月
の
前
月
ま
で
の
被
保
険

者
期
間
な
ど
が
初
年
以
上
あ
る
人

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
自
分
名
儀
の
農
地
な
ど
の
面
積

。
車
な
ど
の
窓
か
ら
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
は
止
め
ま
し
ょ
、
っ
。

一
家
庭
で
は
一

市政だより

ザフ

せ
い
に
駆
除

し
ま
し
ょ
う

しミ

O
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
、
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

O
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
設
置
し
ま

l
v
よ、っ。

O
子
供
、
老
人
、
身
体
の
不
自
由

な
人
へ
の
安
全
の
配
慮
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

市
と
市
衛
生
組
織
連
合
会
で
は

春
に
先
が
け
て
、
ネ
ズ
ミ
の
い
っ

せ
い
駆
除
運
動
を
行
い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
は
食
性
範
囲
が
広
く
、

年
間
を
通
じ
生
き
て
お
り
、
ま
た

驚
く
べ
き
繁
殖
力
が
あ
り
ま
す
。

き
ら
に
、
ノ
ミ
や
ダ
ニ
な
ど
を

運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
伝
染
病
を
媒

介
す
る
恐
し
い
害
獣
で
す
。

3
月
刊
日
i
訂
日
を
い
っ

せ
い

駆
除
期
間
と
し
、
家
庭
や
町
内
か

ら
徹
底
し
て
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

年¥金¥給、柑¥保額険¥桝牛納面付日入済、時¥期期¥間) 
40年の場合 30年の場合 20年の場合

(20歳で加入) (30歳で加入) (40歳で加入)

円 円 円

60-64歳 経営移譲年金 1，784，600 1，338，500 892，300 

経営移譲年金 178，700 134，000 89，400 

6&議以降 農業者老齢年金 446，800 335，100 223，400 

計 625，500 469，100 312，800 

殺
そ
剤
を
あ
っ
せ
ん
l

「
農
業
経
営
の
近
代
化
」
と
「
農

業
者
の
豊
か
な
老
後
の
生
活
」
を

目
指
し
て
で
き
た
農
業
者
年
金
は
、

高
率
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、
安
心

し
て
加
入
で
き
る
年
金
で
す
。

各
町
内
に
申
込
書
を
配
布
し
ま

す
。
町
内
単
位
で
申
し
込
ん
で
下

支」い。

容

量

制

E
人

価

格

二
百
三
十
円

申
込
期
限

2
月
犯
日
開

配

布

日

3
月
7
日
開

申
込
・
問
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

昭和58年 2月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ー
年
金
の
給
付
を

受
け
る
に
は
!

加
入
し
て
か
ら

ω歳
に
な
る
月

の
前
月
ま
で
に
、
保
険
料
を

一
定

期
間
以
上
納
め
る
こ
と
が
必
要
で

す。
「
農
業
者
年
金
は
、
初
年
間
保

険
料
を
納
め
る
と
も
ら
え
る
の
だ

か
ら
、

ω歳
の
と
き
に
加
入
す
れ

ば
い
い
き
:
:
:
」
と
思
っ
て
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
年
金
に

は
加
入
期
限
が
あ
り
ま
す
。

※
茶
の
間
の
放
送
利
用
「
く
ら
し
と
テ
レ
ビ
」

一
事
業
所
で
は
一

O
防
火
管
理
者
の
選
任
、
消
防
設

備
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

O
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

ー
主
な
駆
除
方
法
l

①
飢
え
に
弱
い
の
で
、
残
飯
な
ど

は
処
理
し
餌
と
な
る
も
の
を
断

ち
、
侵
入
通
路
を
ふ
き
ぎ
、
巣

も
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

②
薬
剤
を
使
用
す
る
方
法
。

(
入
場
申
込

一
野
や
山
で
は
一

O
た
き
火
は
十
分
注
意
し
、
後
始

末
は
完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

3

/
げ
制

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

vm
閉
ま
で
に

N
H
K
へV



(
毎
月
第
1

・
3
金
曜

健

昭和58年 2月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

勺おおむ市政だより(5) 

②
げ

始時窃《
邸

離
乳
食
は
順

調
に
い
っ
て
い

ま
す
か
。
生
後

5
か
月
ま
で
に

一
度
は
お
で
か

け
下
き
い
。

ボク3歳です.グなまえはねえ…

3月の乳鈎児健康相談
日 時 間 場所 対 象

9 :30-10:00 大村保健所 生後4か月ま での乳児
lω 

13 : 30-15 : 0。福重出張所 乳幼児

9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後5-7か月までの乳児
8閃

13: 30-15 : 00 鈴田出張所 乳幼児

9:30-11:00 生後6か月までの乳児
14伺) 竹松出張所

13 : 00-15 : 0。 生後7か月以上の乳幼児 l

15(;1o 9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後8か月以上の乳児

28(月) 9 : 30-11 : 00 三浦出張所 乳 幼 児

3歳児

~無料~

象対

、お田さん、になるあなだ…・

場所:中地区公民館

時間:13 : OO~ 16 : 00 
へお気軽にどうぞ毒装

午
後
1
時

i
3
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

Oはじめて母親と なる心得

。妊娠中の保健

O映画 、生命の創造。

O妊娠中の栄養の とり方 (貧血食の実習)

0安産の為に (妊婦体操、補助動作)

0産後の保健

O育児について (乳房マッサージの実習、赤ち

ゃんの入浴のさせ方、育児用品のそろえ方)

O映画 、すばらしい母乳。

O乳幼児の環境と性格

O家庭の幸せの為に (家族計画)

，τ~ 

合

3月 2日休)

(第 1回)

内日月

場

3月 9日(柑

(第 2回)

3月16日やω
(第3回)

3月23日制
(第4回)

3持部嬢療場所相:帯雛設蹄韓議績議室

|下電 9: 00-11 : 

2附 乳幼児発達相談--------7 (月) 婚前相 談 一般健康相談

16令'jc) 乳幼児発達相談 -------

3月1日(刈午後2時......3時

コミュ二ティセンター

者:昭和54年 8月生まれの幼児が

対象ですが、昭和54年 2月~

7月生まれで、まだ健康診査

を受けていない幼児も受診し

て下きい。

診 査日 2月24日附

受付時間:午前 9時30分 -10時

午後 1時-1時30分

所:コミュニティセ ンター

(市役所隣り )

持参するもの o母子健康手帳

O問診票 (通知書に同封して

あります)

韓康教湾講演会

「成人病予防について」
40歳以上の人を対象に、成人病予防のだめの

日常生活の山得について。

吹山医院
院長 枚山喜代美先生

3月の臼躍・察目当番麗

日 診療科目 病医院名 所在地 電話番号

胃腸，内科 津 田胃腸科内科 小路口本町 5 -1507 
6 

皮・泌・性科 佐 伯皮膚科 東 本 町 2 -4330 

内 科 長 崎 医 院 寿 古 銀F 5 -8615 
13 

耳鼻咽喉科 下山耳 鼻咽喉科 原 口 町 5 -0648 

内・皮膚科 寺 井 医 院 玖 島 町 2 -3574 
20 

産・婦人科 後藤産婦人科 西大村本町 2 -6015 

内 科 上 回 医 院 諏訪 1丁目 2 -3505 
21 

産・婦人科 大村中央産婦人科 水主町 2丁目 2 -3850 

内 科 近 藤 医 院 東 本 町 4 -1166 
27 

眼 干斗 正ルA王J 崎 目艮 科 本 町 2 -3435 



(6) 勺お お む市政だより

操
体
ク
ラ
ブ

昭和58年 2月15日

会
員
募
集

家
庭
で
楽
し
め
る
自
己
指
圧
を

学
習
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
人

を
歓
迎
し
ま
す
。

定
例
日
毎
週
金
曜
、
午
後
1
時

却
分

1
3
時
叩
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
月
千
五
百
円

申
込
・
閉
会
せ
先
操
体
ク
ラ
ブ

(
宮
⑦

γ
1
6
3
3
3
)

九
人
給
、

内

¥

色
鉛
筆
画
会

会
員
募
集

短
い
期
間
で
も
、
さ
さ
や
か
な

喜
び
が
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
楽
し

め
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
に
あ
な
た

も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

定
例
日
毎
月
第
1
・
3
金
曜

午
後
6
時
却
分

1
8
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

会
費
月
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
色
鉛
筆
画
会

(
宮
⑦

γ
2
3
8
8
)

ぞれ行けストライクだ
(212 パールハイム)

「疋まにはスポーツの快感をJ と、入所者ガ

自分達で企画し疋ボーリングを楽しみまし疋。

参加しだ人達は車いすや松葉づえといつだハ

ンディもものかわ¥見事な投球をみせ拍手と

歓声ガ続いていましだ。

「

I
l
l
-
‘.a
l
a
-
-a''

一，
b
 

寒さなんかに負けないぞ.グ
(1126 大村小)

耐寒訓練の総仕上げとして「校内持久走大会」

を開催。各学年男女別に日頃の訓練の成果を

発揮。子ども達は快い汗を流していましだ。

3 
/ 
8 
(火)企

干ホースを馴れぬ竹刀に持ちかえて
(212 市民体育館)

!市内の消防固から28チームガ参加。巳頃

i鍛えだ腕前(7)を発揮。応援団からはやじ

iも飛びだ、し¥にぎやかなオ日でしだ。

(結果は5分団Aがみごと優勝、 2位は什

:分団Aで、しだ。

※

N
H
K
公
開
録
画
「
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4 
jあなたの愛の一滴が、

尊い命を守ります
(1/25 市民会館)

j商工会議所青年部の皆さんの呼びかけで、

;街頭献血を実施。

: 104人の人達ガ愛の献血を行いました。

(皆さん、ご協力ありがとうございましだJ
¥ 

(
入
場
申
込

γ
加
問
ま
で
に

N
H
K
へ)



※ 

N 
H 
K 
F 
M 
公
開
釜曇
z主z
Eヨ

守ア
ン

I r. グ
マ冶ぷ ZE 

パ￥、Jv " )l ¥二1

(1Q込£必 I( 
'--' ~~. :，...; 

県第 Z
体望白う
育障ア
τだ室 」

会者

入所生募集.ゲ

諸説奪む毒薬

対
象
者

介
護
を
必
要
と
し
な
い

日
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
。

施
設県

身
体
障
害
者
更
生
指
導
所

(
長
崎
市
茂
里
町
)

訓
線
科
目

時
計
修
理
、
印

刷
、
洋
裁
、
和
裁
、
編
物

パ
l
ル
ハ
イ
ム
(
木
場
2
丁
目
)

授
産
科
目

真
珠
穴
明
、
加

工
、
装
身
具
細
工

三
彩
の
里

(
原
郷
)

授
産
科
目

陶
芸

問
合
せ
先
福
祉
課
福
祉
係

勺

家
庭
奉
仕
員
を
募
集

む

職
務
内
容
身
体
上
ま
た
は
精
神

上
の
障
害
が
あ
っ
て
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
老
人
、
身
体
障

害
者
、
精
神
薄
弱
児
の
塞
胞
を

訪
問
し
、
日
常
生
活
の
世
話
を

し
ま
す
。

募
集
人
員

1
人

受
験
資
格
昭
和
日
年
4
月
2
日

i
お
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女

子
(
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
)

採
用
条
件
①
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
⑦
逐
日
通
運
転
免
許
証
を

持
っ
て
い
る
人

おお市政だより(7) 

受
付
期
間

2
月
刊
日
附
1
3
月

日
日
同
午
後
4
時

一
次
試
験

3
月
比
日
間
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

普
通
運
転
免
許
証
の

写
し
を
添
え
て
、
所
定
の
申
込

用
紙

(
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ

り
ま
す
)
で
申
し
込
ん
で
下
き

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
(
総
合
福
祉

セ

ン

タ

ー

内

烹
γ

1
3
5

3

/
口
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

日
時5

月
泣
日
同

種
目
・
場
所

陸
上

l
長
崎
市
営
陸
上
競
技
場

洋
弓

"A
長
崎
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
場

卓
球

l
長
崎
国
際
体
育
館

水
泳

i
長
崎
市
民
総
合
プ

l
ル

参
加
資
格

回
歳
以
上
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

申
込
期
限

3
月
5
日
出

申
込
先

福
祉
課
福
祉
係

午
前
9
時
却
分

竹
松
本
町
第
二
地
区

民
生
児
童
委
員
、
か

決
ま
り
ま
し
た

皆
き
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

竹
松
本
町
一
、
一
七

O
番
地

福
添
弘
子
さ
ん

忽

会

Z
持
、¥

パイ
梅

と

話

し

て

印

年

l

入
江
政
吉
さ
ん

(
入
場
申
込

今
日
も
楽
し
そ
う
に
梅
を
な

が
め
る
入
江
政
吉
さ
ん
(
別
歳
)

は
H

毎
日
、
日
が
覚
め
る
と
ま

ず
梅
を
見
な
く
て
は
、

一
日
が

始
ま
り
ま
せ
ん
。
と
話
す
。

所
せ
ま
し
と
並
ぶ
梅
の
数
は

約
初
鉢
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
き

な
も
の
で
、

一
番
大
き
い
の
は
鉢

の
直
径
が
約
内
側
、
幹
の
直
径
が

約

m
mも
あ
る
。

さ
ら
に
、
裏
に
回
る
と
川
年
は

た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を vm

∞
ま
で
に

N
H
K
へ)

⑬ 
日
明
H
M曜
日
山
間
四
日
目
当

昭和58年 2月15日

福
祉
の
ひ
る!

l' 

(
本
町
)

始
め
、
数
本
の
梅
が
咲
き
誇
っ

て
い
る
か
、っ
驚
く
。

評
判
を
聞
い
て
、
遠
く
は
長

崎
あ
た
り
か
ら
見
物
に
来
る
人

が
絶
え
な
い
。

梅
と
の
出
合
い
に
つ
い
て
入

江
さ
ん
は

か小
さ
い
頃
か
ら
盆

栽
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
所
の
氏
神
様
が

天
満
宮
だ
っ
た
の
で
梅
に
ひ
か

れ
昭
和
口
年
頃
か
ら
梅
を
い
じ

り
だ
し
た
“
と
い
う
。

ま
た
、
梅
の
い
い
と
こ
ろ
は

か匂
い
は
も
ち
ろ
ん
、
花
の
咲

く
期
聞
が
長
い
の
が
い
い
u

と

話
し
、
う
ま
く
咲
か
す
に
は
、

力
水
を
や
っ
た
後
、
い
つ
ま
で

も
鉢
の
中
に
残
ら
な
い
よ
う
に
、

水
は
け
を
良
く
す
る
の
が
こ
つ

で
す
よ々

と
も
話
し
て
く
れ
た
。

枝
い
っ
ぱ
い
に
つ
ぼ
み
を
付

け
た
梅
を
眺
め
る
入
圧
さ
ん
の

姿
は
、
可
愛
い
孫
を
見
る

「好

々
爺
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

匝=



(8) 勺お お む市政だより

? 問崎 N 合募
市 H せ 2 集人

2 西 K 先月期
2 坂長 l 問
9 町崎日
1 1 放(刈
'-../ 1送 1

1 局 4
(月

宮干 20 
長 850 日
崎長附

三
昭
和
U
年
度

i
E言
霊

…
調
理
師
研
修
会

、NH
K学
園
通
信
教
育

E
E
日
時

一

受

講

生

募

集

3
月
3
日
附

午

前
9
時
半

一

・

後
4
時
加
分

高
等
学
校
普
通
科
コ

l
ス

3
月
4
日
幽
午
前
日
時
i
午

資
格
働
き
な
が
ら
高
校
卒

業

後

5
時

の
資
格
を
と
り
た
い
人
で
、
場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

中
μ
柔
喜
宋
(
見
込
み
を
含
む
)

対
象
者

調
理
士
免
許
を
持
っ
て

ま
た
は
、
同
等
以
上
の
学
力
い
る
人
で
、
大
村
・

諌
早
保
健

の
あ
る
人
。

募
集
期
間

3
月
1
日
ω
1
4
月
日
日
樹

高
等
学
校
教
養
コ

l
ス

資

格

高
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と

教
養
を
身
に
つ
け
た
い
人
で

日
歳
以
上
の
人
。

募
集
期
間

3
月
1
日
ω
1
4
月
初
日
出

社
会
通
信
講
座

内
容

書
道
、
簿
記
な
ど
は
講

座
部

コ
l
ス

資
格
余
暇
を
利
用
し
て
、
趣

味
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
い

昭和58年 2月15日

所
管
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
人
。

定
員
削
人

受
講
料
無
料

申
込
期
限
2
月
お
日
幽

申
込
・
問
合
せ
先
大
村
保
健
所

(
告
局
γ

2
1
9
3
)

封 一時間基

ャ事太裏
喜官鼓雲
A1f 打 23

立 ち 6
，，，;)(' 手 E

話 募 i
員 集 量

人
員
初
人

応
募
期
限

3
月
日
日

ω

申
込
・
問
合
せ
先

夏
越
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
青

年
会
議
所
内
包
②
1
6
3
9

ミ
市
立
病
院

2
喜

2
霊
!

?消
防
訓
練
を
実
施

入
院
患
者
の
避
難

・
誘
導
を
目

的
と
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。火

災
報
知
器
の
ベ
ル
や
、
非
常

放
送
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
為

の
も
の
で
す
の
で
、
お
間
違
い

の

な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

日
時

2
月
お
日
附
午
後
2
時
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寄
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敬

称
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一

社
会
福
祉
協
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会
へ
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社

会

福
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協

議
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へ

社

会

福

祉

協

議

会

ヘ

マ

寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
擢

一

一
マ
三
浦
実
二
(
古
町
2
丁
目
・
マ
九
州
電
力
株
式
会
社
大
村
営

災

世
帯
へ
五
十
万
円
・
衣
類
一

.

亡

妻

登

美

)

十

万

円

業

所

青

年

婦

人

部
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一
一
万
七

1
相

包

一

一
マ
落
水
茂
(
一
の
郷

・亡
姉
井
千
五
百
三
十
四
円

福
祉
基
金
へ

…

手

リ

ツ
)
五
万
円

マ
成
人
式
実
行
雪
貝
会

1
四
万

マ
渡
辺
ン
ゲ
(
久
原
郷

・
亡
夫
一

一
マ
渡
辺
末
男
(
古
町
2
丁
目
・
九
千
十
三

円

栄

)

二

十

万

円

.

'

亡

父

泰
直
)
五
万
円

マ
長
安
寺
寒
行
団

1
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万

円
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野線草午

E A 
ド
マ
れ
ず
⑬

築
造

ー
儀
太
夫
の
業
績
を
た
た
え
る
碑
|

H

鯨
一
頭
を
捕
え
る
と
七
浦

ガ
潤
う
H

と
言
わ
れ
だ
ほ
ど
、

鯨
ガ
浦
人
の
生
活
を
大
き
く
支

え
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

深
沢
儀
太
夫
橘
勝
清
ガ
、
包

代

(4
代
藩
主
〉
大
村
純
長
か

ら
特
別
に
捕
鯨
業
の
許
可
を
も

ら
い
、
大
村
湾
内
は
い
う
ま
で

も
な
く、

五
島
、
平
戸
近
溜
き
で
舟
を
だ
し
、
鯨
を
突
い
疋
り
網

で
捕
つ
疋
り
し
て
、
大
村
藩
の
財
政
に
貢
献
し
だ
。

特
に
、
産
業
振
興
の
定
め
に
、
荒
地
を
美
し
い
田
に
す
る
だ
め

藩
内
各
地
に
池
や
沼
を
作
つ
だ
。

そ
の
主
な
も
の
に
μ

野
岳
の
堤
H

が
あ
る
。

二
八
六

一年

(寛

文
元
年
)
か
ら
約

3
ヵ
年
か
か
っ
て
、
も
と
も
と
湿
地
帯
で
あ
っ

疋
所
を
溜
池
に
し
だ
。

こ
の
堤
の
完
成
と
同
時
期
頃
に
死
去
し
だ
儀
太
夫
の
遺
徳
を
だ

だ
え
、

一
・

55

八
九
七
年

一

(
明
治
初

…

年
)
地
元

民
の
手
で

碩
徳
碑
ガ

建
立
さ
れ

だ。
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